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■事業内容■ 

  

１ 環境管理に伴う調査・測定・化学分析        

２ ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

３ ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定   

４ 水道法第 20 条に基づく水質検査 

５ 土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 

６ 労働衛生管理に伴う作業環境測定 

７ トータルサニテーション管理 

８ 委託試験・研究・開発 
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 環境省では、平成 15 年 5 月に「ダイオキシン類簡易測定法検討会」を設置し、生物検定法を中心に

ダイオキシン類簡易測定技術の公定法を補完する方法としての技術的可能性について評価・検討を

行ってきました。そして、その検討結果を「ダイオキシン類簡易測定法検討会報告書」として取りまと

めました。 

生物検定法によるダイオキシン類簡易測定技術として、応募のあった 13 技術のうち、要件に該当す

る11技術について、「Ａｈレセプターバインディングアッセイ法」について、３分類（「レポータージーンア

ッセイ法」、「抗Ａｈレセプター複合体抗体を用いたイムノアッセイ法」及び「Ａｈレセプターアッセイ PCR

法」）及び「抗ダイオキシン類抗体を用いたイムノアッセイ法」の４種類の技術分類に分類し、公定法に

よる毒性等量値との比較、定量下限値、測定値のばらつきなど分析方法としての安定性、分析時間及

び費用面での簡易性の観点から検討・評価を行いました。 

検討の結果、「Ａｈレセプターバインディングアッセイ法」である３分類については、概ね各評価項目

を満足しており一定の技術的レベルにあると評価されました。一方、「抗ダイオキシン類抗体を用いた

イムノアッセイ法」については、現段階においては、各評価項目を十分満足している状況にはないが、

更なる改善を図ることにより、各評価項目を満足する可能性のある技術もあると評価されました。 

以上のことから、生物検定法による簡易測定技術は、技術的観点から、現行の公定法を補完する方

法として適用可能なものであると結論づけられました。 

環境省では、上記検討結果を踏まえ、今後、生物検定法によるダイオキシン類簡易測定技術を公定

法を補完する方法として導入していくに当たり、適用範囲及び条件、個別技術の認定のあり方などの

制度的事項や精度管理のあり方などについて、中央環境審議会に諮り、検討を進めていくこととして

います。 
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